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１．概要
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日本オートオーク
ション協議会

自動車再資源化
協力機構

日本自動車工業会

自動車リサイクル
促進センター

自動車メーカー

技術に関する情報 自リ法に関する情報 流通に関する情報

ＥＬＶ機構

自動車ユーザー

関係者との情報共有

情報発信
自動車販売業者
自動車整備業者

ＥＬＶ機構各会員による
廃車買取、リサイクル部品等に
関する情報発信



２．自動車ユーザーへの情報発信について
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≪規格策定に向けた準備≫

共通化された機能評価方法
に基づき部品を点検

①部品の特定
・車のメーカー
・車種
・メーカー型式
・車両の登録日
・車台番号／VIN
・エンジンナンバー
・エンジン型式
・燃料の種類

②部品の状態
・機能評価の結果
・物理的な状態
（ダメージ、部品の不足）

③供給責任の明確化
・評価組織の名称及び所在地
・機能評価及びラベリング日付

使用済自動車

提供される情報について
一定の共通化

ラベリング部品の評価

所有権の移転

・メーカー
・車種
・車台番号／VIN
・エンジンナンバー
・エンジン型式

・売却日
・移転元組織
・移転先組織

・機能評価結果

＋

適
正
な
記
録
と
管
理

基本的情報項目の共通化

※部品の状態に関する情報
項目については、以前の
使用履歴（走行距離等）や
外観のチェック等に限定

＋

補助評価 内容

Ａ 加修の必要がないもの

Ｂ 軽微な加修が必要なもの

Ｃ 加修を必要とするもの

Ｄ 大きな加修を必要とするもの

Ｅ 再生が容易でないもの

記録した情報の評価例

部品取り リサイクル部品

情報の評価方法の開発

※自動車ユーザーに判りやすく
情報提供するための評価方法

識別・表示方法の開発

※材質、形状、大きさ、部品が
装備される環境等に応じた、
情報の提供方法



２．自動車ユーザーへの情報発信について
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≪保証基準・品質基準の共通化≫

保証基準の共通化

出典：一般社団法人日本自動車リサイクル部品協議会

部品の範囲 保証期間

主要機能部品
［エンジン、ミッション］

６ヶ月
（ただし、5,000kmを
超えた場合を除く）

準主要機能部品
［コンプレッサー、セルモーター、
オルタネーター、ターボチャージャー、
パワステポンプ、噴射ポンプ、
スロットルボディー］

３ヶ月
（ただし、3,000kmを
超えた場合を除く）

エンジン関連部品、トランスミッション
部品、足回り部品、電装部品
［主要機能部品、準主要機能部品を除く］

１ヶ月
（ただし、1,000km以内）

外装部品、内容部品 １週間（現品確認）

日本自動車リサイクル部品協議会の
取り組み



２．自動車ユーザーへの情報発信について
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≪保証基準・品質基準の共通化≫

品質基準の共通化

図・出典：編者/有限会社ルネサンス社、発行/株式会社ナノオプトロニクス・エナジー出版局、発売所/株式会社近代科学社「基礎からわかる図解・自動車メカ」

対象物品

日本自動車リサイクル部品協議会の
取り組み



３．関係者との情報共有について
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（１）自動車リサイクル士制度
■経済産業省、環境省、日本自動車工業会、自動車リサイクル

促進センター、自動車再資源化協力機構との検討会開催
■テキスト等資料作成における情報提供
■講習会を通じた情報共有

（２）資源循環への取り組み
■メーカーの新技術情報の共有 …（例）トヨタによるＦＣＶ解体デモ

■ＪＡＲＳ ＨＰを通じた情報提供 …（例）レアメタル含有部品情報

■ＥＬＶ機構による事業結果の報告

（３）意見交換
■自動車再資源化協力機構と月に１回情報交換会を実施
■日本オートオークション協議会と年に１回を目安として
情報交換会を実施

■日本自動車工業会、自動車リサイクル促進センター、自動車
再資源化協力機構との４法人意見交換会も定期的に実施予定



４．情報発信・情報共有における課題について
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（１）自動車ユーザーへの情報発信における課題

自動車ユーザーとの直接的な関わりが少ない
■間接的なコミュニケーションとなるため、廃車の価値に

ついての情報を直接伝えることができない

■ユーザーがどういった情報を求めているのかわかりにくい

（２）関係者との情報共有における課題

組織率が低いため、関係者からの情報を広く

会員外の解体業者まで伝えきれない
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